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1年生課題探究代表ポスター掲示（２月 18日～22日） 

今年の１年生は、土曜日の３時

限を利用して の手法を

全７回にわたって学びました。な

ぜ今年の１年生からなのか。学習

指導要領はほぼ 10 年に一度のペ

ースで改訂されていますが、既に

発表されている 、

高等学校では 2022 年度（現在の

小学校６年生が高校に入学する

４月）から年次進行で実施となり

ます。「情報化、グローバル化の

加速度的進展や人工知能の飛躍

的進化など、これからの予測困難

な時代の中にあっても、未来の創

り手となるために必要な資質・能

力を確実に育む」ことが今回の改

訂の主眼です。そして来年度から

移行期間という位置付けで、

と を先

行実施することになっているの

です。総合的な探究の時間という

のは、「探究の見方・考え方を働かせ、横断的・総合的な学習を行うことを通して、自己の在り方

生き方を考えながら、よりよく課題を発見し解決して

いくための資質・能力を育成する」「探究課題は、地域

や学校の実態、生徒の特性等に応じて定める。地域や

学校の特色に応じた課題、生徒の興味・関心に基づく

課題、職業や自己の進路に関する課題等について、生

徒が探究に主体的・協働的に取り組めるようにする」

ことを目標にした学習です。そういった事情があり、

今年度１年生の生徒たちと試行錯誤しながら、知恵を

出し合いながら行ったということです。４人ずつのグ

ループでポスターにまとめ、発表まで行い、代表的な

ポスターを生徒昇降口に掲示しました。僅かな時間で、なおかつ話し合いを基本にまとめたもので

はありますが、なかなか面白い発表を見させてもらいました。限られた授業日数の中で総合的な探



求の時間にどのように取り組んでいくかは、本校の来年度以降の重要な課題の一つです。大学入試

に向けた学習指導という視点から、一定の学習量を確保することは必須の要件ですが、それだけで

なく、身に付けさせたい思考力を明確にした質の高い学習指導も当然必要となり、「探究的な学び」

と大学受験に橋をかけるという観点から、本校らしく着実に実践していければと思っています。 

１学年福島学習合宿行われる（３月２日～３日） 
昨年度に引き続き、１年生の希望者を対象にした一泊二日の

が実施されました。目的地は福島県富岡町と広野町、宿泊は天栄

村にあるブリティッシュヒルズです。その目的は「未曽有の大災害を乗

り越えて復興しようとする福島の存在を知り、未来を考えることで生徒

自らも自己のあり方を考え、社会との関わり方や進路のあり方を主体的

に選択するための一つの体験学習とする」「英語に包まれた状況を経験す

ることで、個々の学ぶ目的を明確にさせ、学習意欲の向上につなげる」

の二つ。今年度の参加者は１年生男子７名、女子 30 名の 37 名。昨年度

の生徒の感想をまとめた冊子を国語科の梅村先生からもらいましたが、

参加した生徒の視野を大きく広げる、とても有意義で充実した経験にな

ったことが窺えました。今年度はどんな感想を持ったことでしょうか。 

その他の話題をいくつか 
★ 地学会２年上条くんの「北アルプスが夕立に及ぼす影響」が

ＳＢＣ学校科学大賞の に輝いた、という嬉しいニュースが届

きました。詳細がわかり次第、別途お知らせします。右の写真は

それに先立って２月 27 日に本校で行われた、小島よしおさんに

よる特別番組取材の一コマです。 

★ ３月６日は後期選抜の学力検

査。志願者 363名でしたが欠席者

はなく、インフルエンザや体調不良な

どで特別検査室を利用する受検生もい

ませんでした。合格発表は 18 日です。 

★ 国公立大学の前期日程の合格発表

が始まりました。入試はまだ中期・後

期日程も残っています。最後の最後まで諦めない、ネバーギブアップ！ 

今週の予定（特編授業） 

日 曜日 行  事  等 その他(主に校長動向) 

１１ 月 生徒校舎内立入禁止 

 

１２ 火  

１３ 水 （午前） 生徒１棟１階西側立入禁止（午後） 

１４ 木 特編授業 ２年教室移動 

１５ 金 特編授業 学年会 

１６ 土  

１７ 日  

１８ 月 入学予定者発表 特編授業 単位認定会議 職員会 

 


